
今 月 表 紙の今 月 表 紙の

　今月の表紙は３年に１度開催される只見高校
「雪椿祭」の仮装行列で、最優秀賞に輝いた３年１
組と優秀賞３年２組の皆さんです。生徒達は、高校
から只見保育所まで練り歩き、只見保育所で各クラ
スによるダンスパフォーマンスを披露しました。力
強い華麗なダンスに、来場者からは大きな拍手が
送られました。
　雪椿祭は９月１０日～１１日まで開催され、１０日
に仮装行列、１１日はクラス企画など一般公開され、
多くの来場者で賑わいました。
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百花繚乱の仮装を披露した只見高校生!!



分担金及び負担金
  22,911千円（0.3%）

町税
913,799千円
　　　（13.7%）

使用料及び手数料
  34,767千円（0.5%）
財産収入
111,337千円（1.7%）
寄附金
  14,399千円（0.2%）

繰越金
 249,366千円（3.7%）
諸収入
   68,163千円（1.0%）
地方譲与税
   62,442千円（0.9%）
利子割交付金
         578千円（0.0%）
配当割交付金
     1,447千円（0.0%）
株式等譲渡所得割
　　　　　　交付金
     1,175千円（0.0%）
地方消費税交付金
   86,953千円（1.3%）
自動車取得税交付金
 11,371千円（0.2%）
地方特例交付金
       699千円（0.0%）

地方交付税
2,668,487千円
（40.0%）

交通安全対策特別交付金
889千円（0.0%）

国庫支出金
258,353千円（3.9%）

県支出金
722,096千円
（10.8%）

町債
930,100千円
　（14.0%） 繰入金

 505,081千円（7.6%）

　

歳
入
の
決
算
は
66
億
６
４
４
１
万

３
千
円
で
前
年
に
比
べ
、３
億
８
６
２

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、町
税
、分
担
金
・
負

担
金
、使
用
料
・
手
数
料
等
、町
が
徴

収
で
き
る
自
主
財
源
は
、19
億
１
９

８
２
万
円
で
、前
年
度
に
比
べ
４
３
３

８
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
中
で
最
も
多
い
の
が

町
税
で
す
。９
億
１
３
７
９
万
９
千
円

で
、歳
入
全
体
の
１
３
・
７
％
、前
年

度
に
比
べ
１
・
３
％
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
固
定
資
産
税
に
か
か
る
大
規

模
償
却
資
産
分
の
減
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

自
主
財
源
に
対
し
、地
方
交
付
税
、

国
・
県
支
出
金
、町
債
等
、国
や
県
か

ら
の
交
付
や
割
り
当
て
に
よ
る
依
存

財
源
は
、47
億
４
４
５
９
万
円
で
し
た
。

　

こ
の
依
存
財
源
の
中
で
最
も
頼
り

に
な
る
の
が
地
方
交
付
税
で
す
。こ
れ

は
、ど
の
地
方
公
共
団
体
も
等
し
く

事
務
・
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
、国
税

の
う
ち
所
得
税
、法
人
税
、消
費
税
、

酒
税
、た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、決
算
額
は
、

26
億
６
８
７
８
万
７
千
円
で
し
た
。歳

入
全
体
の
４
０
％
を
占
め
、前
年
度
に

比
べ
９
１
０
７
万
８
千
円
減
少
し
ま

し
た
。

　

国
及
び
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
国

庫
・
県
支
出
金
は
９
億
８
０
４
４
万

９
千
円
で
、前
年
度
と
比
べ
て
１
３
３

８
万
４
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

町
債
は
、事
業
を
行
う
た
め
に
借

り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
、前
年
度
よ

り
３
億
２
９
６
０
万
円
多
い
９
億
３

０
１
０
万
円
借
り
入
れ
ま
し
た
。主
に

過
疎
対
策
事
業
債
や
辺
地
対
策
事
業

債
を
利
用
し
ま
し
た
。

種　類
町　民　税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
入　湯　税
合　計

前年度決算額
175,488
732,323
10,609
28,029
4,073

950,522

27年度決算額
163,259
709,798
10,695
25,929
4,118

913,799

伸び率
-7.0%
-3.1%
0.8%
-7.5%
1.1%
-3.9%

■町税の決算状況 （単位：千円）

歳　

入

歳　

入

決
算
報
告

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
が
、こ
の

一
年
間
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
普
通
会
計
を
中
心
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。こ
れ
は
只
見
町
財
政
状
況
等
の
公
表

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
で
す
。

平成27年度

歳 入
6,664,413

千円

自主
　財源
　　  28.8
　　　　%

依存財源
71.2%



■町税
　町民の皆さんから納めていただ
く町民税や会社の法人町民税、
固定資産税などです。
■使用料・手数料
　町の施設の使用料や住民票な
どの交付の際の手数料です。
■財産収入
　各種基金利子や町の財産を売
払ったお金です。
■繰入金
　各種基金や他の会計から一般
会計へ繰り入れたお金です。
■諸収入
　他の収入科目に含まれない収
入です。預金利子などがあります。
■その他
　繰入金や負担金・分担金など
です。
■地方交付税
　国で集めた税金（所得税、法人
税、消費税、酒税、たばこ税）の一
定割合（約３割）を町の財政需要
に応じて一定の基準のもとに国か
ら交付されるお金です。どの地域
に住む住民にも、一定の行政サー
ビスを提供できるようにする財源
です。
■国庫・県支出金
　事業を行うために、国や県から
交付されたお金です。
■町債
　事業を行うために借入れたお
金です。

■義務的経費
　支出が義務付けられた経費で
す。人件費・扶助費・公債費がこ
れにあたります。
■投資的経費
　資産を将来に残すためのお金
です。施設の建設や用地購入など
がこれにあたります。
■人件費
　町職員の給与や議員報酬など
です。
■公債費
　事業を行うために借入れたお
金の償還金です。
■扶助費
　児童手当、障害者等への援助
費など、法令に基づいて被扶助者
に支給されるお金です。
■普通建設事業費
　道路や学校などの新増設のた
めに使われたお金です。
■物件費
　旅費、電気料、郵便料、備品購
入費などの消費的経費です。

用語の解説（歳入）

用語の解説（歳出）

人件費
　831,045千円
　　 （13.1%）

公債費
420,535千円
（6.6%）

扶助費
176,329千円
（2.8%）

維持補修費
193,882千円
（3.1%）

投資及び出資・貸付金
34,000千円
（0.5%）

災害復旧事業費
395,698千円
（6.3%）

補助費等
1,180,539千円
（18.7%）

繰出金
763,208
　　 千円
（12.1%）

物件費
1,006,932
千円

（15.9%）

積立金
355,389千円
（5.6%）

普通建設
事業費

970,184千円
（15.3%）

町財政状況の公表

　

歳
出
の
決
算
は
63
億
２
７
７
４
万
１

千
円
で
、前
年
度
に
比
べ
２
億
８
１
３

１
万
３
千
円
増
加
し
ま
し
た
。予
算
に

対
す
る
執
行
率
は
９
１
・
９
％
で
し
た
。

　

各
種
団
体
に
対
す
る
助
成
金
や
負

担
金
な
ど
の
補
助
費
等
は
11
億
８
０
５

３
万
９
千
円（
歳
出
全
体
の
１
８
・
７

％
）で
、前
年
度
に
比
べ
１
０
４
１
万
９

千
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

施
設
や
道
路
な
ど
の
整
備
に
使
っ
た

普
通
建
設
事
業
費
は
９
億
７
０
１
８

万
４
千
円（
歳
出
全
体
の
１
５
・
３
％
）

で
前
年
度
に
比
べ
２
億
２
９
４
６
万
１

千
円
増
加
し
ま
し
た
。こ
れ
は
集
会
施

設
や
道
路
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

町
職
員
の
給
与
や
町
議
会
議
員
、各

種
委
員
会
報
酬
な
ど
の
人
件
費
は
８

億
３
１
０
４
万
５
千
円（
歳
出
全
体
の

１
３
・
１
％
）で
前
年
度
に
比
べ
２
０
６

５
万
４
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、只
見
町
議
会
９
月
会
議
に
お

い
て
一
般
会
計
決
算
認
定
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、「
決
算
認
定
は
、決
算

年
度
の
財
政
運
営
が
適
正
に
執
行
さ
れ

歳　

出

歳　

出

町民一人あたりにすると…
（平成28年3月31日現在の人口4,518人）

■普通会計支出額（使われたお金）
・・・・1,338,297円

■町税負担額（納めていただいたお金）
・・・・  210,385円

■貯　金（基金に積み立てているお金）
・・・・1,420,688円

歳 出
6,327,741

千円

21.6%

22.6
　%

  そ
 の
他
の
経
 費
55.8
　　%

義

投
資
的
経費

務的経
費

た
の
か
の
総
合
判
断
で
あ
る
が
、一
般
会

計
決
算
に
お
け
る
庁
舎
建
設
事
業
は
、

役
場
庁
舎
建
設
に
係
る
調
査
特
別
委

員
会
の
報
告
と
監
査
委
員
の
指
摘
に
も

あ
る
よ
う
に
客
観
的
行
政
効
果
は
無

く
、財
政
運
営
が
適
切
だ
っ
た
と
は
判

断
で
き
ず
不
認
定
と
し
た
。」と
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、こ
の
結
果
を
重
く
受
け
止

め
、適
正
な
事
業
執
行
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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平成27年度　「自然首都・只見」応援基金　事業報告
 平成２７年度の「自然首都・只見」応援基金は、只見町が目指す「まちづくり」にご賛同いただいた皆様から多
くの寄附をいただきました。
　平成２７年度の基金事業の報告をさせていただきますので、引き続き、只見町の「まちづくり」へのご参加を
お願いいたします。

　平成２６年度以前にいただいた寄附金につきましては、平成２７年度において４，５３４，９７３円を活用さ
せていただきました。

　平成２７年度において寄付をいただいた皆様のお名前は、只見町公式ホームページにおいて公表させて
いただきます。
只見町公式ホームページ（ふるさと納税関連ページ） → http://www.tadami.gr.jp/furusato/index.html

【寄付金を活用した事業例】

【平成27年度　実施事業の概要】
○ブナを核としたまちづくり
　・ブナセンター備品整備事業
 事業費 １９０，６９０円 事業概要 ブナセンターの図書購入
○次世代を担う子どもたちの教育充実に関する事業
　・小・中学校図書整備事業（只見あしながおじさん事業）
 事業費 ７９２，８３８円 事業概要 只見町内三小学校及び中学校に図書購入
　・家庭劇場
 事業費 ３７２，５０２円 事業概要 児童劇公演の開催
○その他の事業
　・介護老人保健施設こぶし苑備品等整備事業
 事業費 ２７４,８３８円 事業概要 こぶし苑に介護用ベッド等の福祉備品を整備
　・ふるさと納税推進事業
 事業費 ２,９０４,１０５円 事業概要 ふるさと納税推進に関する費用

１ 寄附状況について

【内訳】

３ 寄附をいただいた皆様

２ 寄附金の使途

寄附件数 寄附金額

延件数 寄附合計額

（１）ブナを核としたまちづくり
（２）雪と共存するまちづくり
（３）次世代を担う子供たちの教育充実
（４）その他の事業
（５）指定なし

平成27年度　寄附状況

5 9 件
5 7 件

1 7 1 件
1 9 件

2 0 8 件

8 0 8 , 6 2 0 円
6 7 0 , 1 0 0 円

3 , 3 0 0 , 0 0 0 円
3 , 0 2 1 , 7 2 5 円
3 , 6 4 6 , 6 8 1 円

5 1 4 件 1 1 , 4 4 7 , 1 2 6 円

▲児童劇公演 ▲こぶし苑 備品



町
職
員
・
特
別
職
の
給
与

町
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
公
表

　

町
職
員
の
給
与
は
、国
や
県
の
勧
告
を
基
に
町
議
会
の
議
決
を

得
て
条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、町
民
の
皆
さ
ん
に
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
公
表
は
、只
見
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

（１）人件費の状況（平成28年度一般会計予算）

（４）行政職の級別職員数の状況（平成28年４月１日現在 : 一般事務職【税務職、福祉職除く】）

（２）職員(一般行政職)の平均給料月額及び平均年齢の状況

（３）職員(一般行政職)の初任給の状況

（５）期末・勤勉手当の支給割合

（７）部門別職員数（各年度４月１日現在）

（６）特別職の報酬などの状況

区　分

28年度

歳出額
Ａ（千円）
5,960,000

人件費
Ｂ（千円）
955,548

職員給与
Ｃ（千円）
561,521

人件費率
Ｂ／Ａ
16.03％

職員給与費率
Ｃ／Ａ
9.42％

○この表は町財政（歳出額）に占める人件費･職員給与費の割合を示していま
す。人件費（Ｂ）には常勤･非常勤の特別職、議員等に支給される給料、報酬な
どを含みます。職員給与費（Ｃ）は、人件費の内一般職員の基本給（給料、扶養
手当）及びその他の手当（期末･勤勉手当、時間外勤務手当等）の支給額で、
地方公務員共済組合負担金、退職手当負担金を除いたものです。

区　　分
２7年度
２8年度

平均給料月額
318,000円
319,100円

平均年齢
41.2歳
41.8歳

区　　分
２7年度
２8年度

高　校　卒
146,300円
148,700円

大　学　卒
179,300円
181,700円

区　分
標準的な
職       名
職  員  数
構  成  比

１級
主事・
主事補等
11人
15.3％

２級

副主査等

7人
9.8％

３級
主任主査・
主査等
28人
38.9％

４級

副課長等

9人
12.5％

５級

課  長  等

14人
19.4％

６級

参  事  等

3人
4.1%

計

72人
100％

注

○行政職員の給料は職務の責任の度合いに応じて６級に分かれています。（平成１８年４月改定）注

○部門区分は、国の定員管理調査基準による区分です。注

区分

６月期

１２月期

計

期末手当

1．225月分

1．325月分

2．550月分

勤勉手当

0．800月分

0．800月分

1．600月分

職
町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

給料･報酬（月額）
576,000円
541,800円
514,800円
270,900円
209,700円
189,900円

期末手当（支給割合） 備　考区分

給
料

報
酬

・6月期
　1．500月分

・12月期
　1．600月分

計3.100月分

・
町
長
の
給
料
月
額
は
、

平
25
年
４
月
１
日
よ
り

15
％
減
額
改
定
さ
れ
た

額
で
す
。

種　別
部　門
平成26年度
平成27年度
平成28年度

区
分

職
員
数
27年度：28年度
比　較　増　減

主な増減理由

一　般　行　政　部　門 特別行政 公営企業部門
合計

議会
２
２
２

総務
２９
３１
３０
▲１

税務
5
5
５

民生
１５
１５
１５

衛生
4
4
４

農林
11
10
10

商工
５
５
6
1

土木
７
６
６

教育
９
７
８
１

病院
１４
１７
１６
▲１

水道
１
１
１

下水道
１
１
１

その他
８
８
８

1１１
１１２
１１２

人
事
異
動
に
よ
る
増

人
事
異
動
に
よ
る
増

退
職
に
よ
る
減

人
事
異
動
に
よ
る
減



◆只見保育所（９月１４日 開催）
①お菓子の家を作る親子競技の様子　②元気に運動会を楽
しむ子どもたち　③見事なリュウセイを披露する子どもたち　
④保護者競技（大玉転がし）　⑤（写真：只見小学校）各小学
校の１年生が参加した運動会
◆朝日保育所（９月１５日 開催）
⑥保護者競技でお父さん・お母さんを応援する子どもたち　
⑦見事な連携を発揮した親子競技　⑧可愛い踊りを披露し
た子どもたち　⑨素晴らしいバランスを見せた子どもたち　⑩
ホームの方 も々参加した宝拾い
◆明和保育所（９月２１日 開催）
⑪明和消防団（親子競技）の様子　⑫力を合わせた大玉転が
し　⑬かわいいお遊戯を披露したつくし組　⑭親子競技で頑
張るお父さん!!　⑮メダルを受けとる子どもたち

運動会を開催!! ①

②

③

④

⑤

⑮



　９月は雨の日が多く、３地区で開催予定だった町民
運動会は残念ながら悪天候で中止となりましたが、保
育所の運動会は、雨模様ながら３地区とも無事に開催
することができました。
　運動会では、ビデオカメラで撮影するお父さん・お母
さんの姿や、大きな声で応援するおじいちゃん・おばあち
ゃんの姿が多く見られ、子どもたちもその応援に後押し
されるように元気に走っていました。
　保護者の皆さんは、子どもたちの頑張る姿を見守りな
がら、我が子の成長を感じているようでした。

子どもたちが頑張りました!!

只見・朝日・明和保育所

⑭⑬

⑫
⑪

⑨

⑧

⑦

⑥

⑩



只
見
線
の
復
旧
費
が
１
０
８
億
円

只
見
線
の
復
旧
費
が
１
０
８
億
円

当
初
の
試
算
か
ら
23
億
円
の
増

　

９
月
24
日
、県
と
只
見
線
沿
線
７
市
町
に

よ
る「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
復
興
推
進
会
議
検
討
会

」が
福
島
市
で
開
か
れ
、Ｊ
Ｒ
只
見
線
一
部
不

通
区
間（
只
見
駅
―
川
口
駅
）の
復
旧
費
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
よ
り
、当
初
試
算
し
た

85
億
円
か
ら
23
億
円
増
の
１
０
８
億
円
に

な
る
と
の
新
た
な
試
算
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

増
額
は
、資
材
高
騰
や
設
備
の
老
朽
化
な

ど
が
要
因
と
さ
れ
、増
額
を
受
け
た
県
と
沿

線
市
町
は
、復
旧
費
の
削
減
に
向
け
た
復
旧

方
法
の
再
検
討
を
Ｊ
Ｒ
側
に
要
請
し
、Ｊ
Ｒ

側
は
次
回
会
合
ま
で
に
新
た
な
試
算
を
明

ら
か
に
で
き
る
よ
う
再
検
討
す
る
と
し
ま
し

た
。ま
た
、目
黒
町
長
は「
只
見
線
は
生
活
や

観
光
・
地
域
振
興
に
欠
か
せ
な
い
大
事
な
路

線
。沿
線
市
町
村
と
と
も
に
復
旧
に
向
け
推

進
し
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。　

　

９
月
11
日
、町
の
防
災
主
要
事
業
の
一
つ

と
し
て「
平
成
28
年
度
只
見
町
防
災
訓
練
」

が
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
各
地
区
避
難

所
で
行
わ
れ
、区
長
や
区
民
約
１
０
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
26
年
度
に
各
地
区
避
難
所

（
集
会
施
設
な
ど
）に
設
置
さ
れ
た
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
を
利
用
し
た
無
線
機
で
、避
難
所
と
災

害
対
策
本
部（
役
場
本
庁
）を
結
ぶ
新
し
い

通
信
手
段
の
訓
練
を
行
っ
た
も
の
で
す
。災

害
時
に
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
が
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
に
こ
の
無
線
機
の
使
用

が
想
定
さ
れ
、訓
練
で
は
各
避
難
所
と
本
部

で
通
信
・
交
信
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

無
線
機
は
各
避
難
所（
集
会
施
設
な
ど
）

に
１
台
設
置
し
、災
害
時
の
有
効
な
通
信
手

段
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
３
地
区
の
敬
老
会
が
季
の
郷
湯
ら

里
を
会
場
に
行
わ
れ
、明
和
地
区
は
１
６
９

名（
10
日
開
催
）、只
見
地
区
は
１
８
３
名

（
11
日
開
催
）、朝
日
地
区
は
２
０
８
名（
17

日
開
催
）の
満
75
歳
以
上
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。会
場
内
で
は
友
人
と
の
再
会
を
喜

び
合
う
姿
が
見
ら
れ
、ま
た
会
場
が
湯
ら
里

に
な
っ
た
こ
と
で
椅
子
に
座
れ
る
こ
と
を
喜

ぶ
声
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

敬
老
会
で
は
、参
加
者
の
長
寿
と
健
康
を

祝
っ
て
、保
育
所
の
子
ど
も
達
や
、婦
人
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、参

加
者
の
皆
さ
ん
は
目
を
細
め
て
笑
顔
で
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
大
勢
の
方
が
元
気
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

無
線
機
を
活
用
し
た
防
災
訓
練
を
実
施

無
線
機
を
活
用
し
た
防
災
訓
練
を
実
施

災
害
時
の
新
た
な
通
信
手
段

３
地
区
で
敬
老
会
を
開
催

３
地
区
で
敬
老
会
を
開
催

長
寿
と
健
康
を
祝
っ
て
！

只
見
お
も
し
ろ
学
・
自
然
編
を
開
催

只
見
お
も
し
ろ
学
・
自
然
編
を
開
催

只
見
の
自
然
を
学
ぶ

▲（写真／寄岩地区）無線機で本部と通信の
　確認をする寄岩地区の方々

▲（写真／只見地区敬老会）踊りを披露する
　只見保育所さくら組の子ども達

▲三石神社で縁結び体験をした参加者の皆さん

▲増水に備え安全対策として橋りょう全体の嵩上げ
案が示された寄岩対岸の「第８橋りょう」。再試算
された復旧費は５２億円（当初より７億円増）

　

教
育
委
員
会
主
催
の「
只
見
お
も
し
ろ

学
・
自
然
編
」が
９
月
７
日
、三
石
神
社
の
森

（
只
見
）と
真
奈
川
あ
が
り
こ
の
森（
蒲
生
）

を
会
場
に
行
わ
れ
、町
民
17
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

縁
結
び
神
社
と
し
て
知
ら
れ
る「
三
石
神

社
の
森
」で
は
、ご
神
体
の
奇
岩
に
こ
よ
り
を

通
し
５
円
玉
を
結
ぶ
縁
結
び
体
験
を
し
、

「
あ
が
り
こ
の
森
」で
は
、コ
ブ
状
の
幹
を
も

ち
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
枝
を
広
げ
た
奇
形
樹（
あ

が
り
こ
）や
、か
じ
ご
焼
き
の
跡
に
つ
い
て
説

明
を
聞
き
、地
元
只
見
の
人
に
と
っ
て
当
た

り
前
の
景
色
が
、「
地
球
の
宝
で
あ
る
」と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

体
験
終
了
後
は
、八
十
里
庵
で
終
了
証
が

参
加
者
に
手
渡
さ
れ
、改
め
て
只
見
の
良
さ

に
気
付
い
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。 ・

・
・



NEWS＆FLASH

只
見
高
１
年「
大
竹
涼
華
さ
ん
」優
勝
！

只
見
高
１
年「
大
竹
涼
華
さ
ん
」優
勝
！

「
風
と
ロ
ッ
ク
」ギ
タ
ー
弾
き
語
り
コ
ン
テ
ス
ト

　

９
月
17
日
、猪
苗
代
町
の
猪
苗
代
野
外
音

楽
堂
で
開
催
さ
れ
た「
風
と
ロ
ッ
ク
芋
煮
会

２
０
１
６
」の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
コ
ン
テ
ス

ト「
ア
コ
ワ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
、只
見
高
校

１
年
生
の
大
竹
涼
華
さ
ん
が
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。

　

大
竹
さ
ん
は
約
13
名
が
参
加
し
た
予
選

会（
西
会
津
町
）で
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲「
あ
な
た

へ
」、３
名
で
争
っ
た
決
勝
で「
片
平
里
菜
／

ｔ
ｅ
ｅ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ　

ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
」を
歌
い

頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。そ
し
て
18
日
、優
勝
し

た
大
竹
さ
ん
は
白
河
市
で
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、オ
リ
ジ
ナ
ル

曲「
あ
な
た
へ
」を
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。「
楽
屋

で
プ
ロ
の
人
を
目
の
前
に
緊
張
し
た
け
ど
、

本
番
は
楽
し
む
事
が
で
き
た
」と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
た
大
竹
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
期

待
で
す
。

　

９
月
21
日
役
場
に
て
、カ
ナ
ダ
へ
短
期
留

学
し
た
只
見
高
校
２
年
の
武
田
元
さ
ん
と

目
黒
眞
子
さ
ん
が
、目
黒
町
長
へ
帰
国
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
留
学
は
、只
見
町
と
只
見
高
校
と
が

連
携
し
、生
徒
が
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て

約
２
週
間
海
外
へ
短
期
留
学
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　

目
黒
町
長
へ
の
帰
国
報
告
は
英
語
で
行
わ

れ
、武
田
さ
ん
は「
留
学
を
通
し
て
、も
っ
と

多
く
の
国
へ
行
き
歴
史
や
文
化
を
知
り
た

く
な
っ
た
」と
話
し
、目
黒
さ
ん
は「
今
回
の

経
験
に
よ
り
、も
っ
と
深
く
英
語
を
学
び
た

く
な
っ
た
」と
感
想
を
伝
え
ま
し
た
。

　

目
黒
町
長
は「
英
語
だ
け
で
は
な
く
、心

も
成
長
し
た
よ
う
に
感
じ
る
。自
分
の
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
」と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

早
期
全
線
開
通
が
期
待
さ
れ
る
只
見
町
・

新
潟
県
三
条
市
を
結
ぶ
国
道
２
８
９
号（
通

称
・
八
十
里
越
）の
通
り
抜
け
バ
ス
ツ
ア
ー

が
、只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
の
企
画

で
、８
月
と
９
月
に
各
１
回（
い
ず
れ
も
日
帰

り
）実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、工
事
区
間
で
見
学
・

説
明
を
受
け
た
ほ
か
、三
条
市
内
の
観
光
施

設
や
工
場
見
学
を
行
い
、開
通
後
に
期
待
さ

れ
る
経
済
面
な
ど
の
効
果
に
つ
い
て
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
、ツ
ア
ー
を
通
し
参

加
者
か
ら
は「
早
く
開
通
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
10
月
23
日
に
、今
年
最
後
の
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
17
〜
19
日
、
田
子
倉
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー

で「
田
子
倉
ダ
ム
ま
つ
り
」が
初
め
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。主
催
は
田
子
倉
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
・

只
見
町
物
産
販
売
協
業
組
合
で「
た
く
さ
ん

の
方
に
田
子
倉
ダ
ム
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」と
い
う
思
い
で
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、
特
産
品
な
ど
の
販
売
や
、
遊
覧
船
・

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
の
乗
車
体
験
な

ど
、
田
子
倉
ダ
ム
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し

に
、
訪
れ
た
観
光
客
は
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
田
子
倉
の
魅
力

を
発
信
し
、
こ
れ
か
ら
本
番
と
な
る
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
の
来
場
者
増
加
に
繋
げ
ま
す
。

只
見
高
校
生
が
短
期
海
外
留
学

只
見
高
校
生
が
短
期
海
外
留
学

夢
や
目
標
の
実
現
の
た
め
に

八
十
里
越
通
り
抜
け
ツ
ア
ー
を
開
催

八
十
里
越
通
り
抜
け
ツ
ア
ー
を
開
催

国
道
２
８
９
号 

歴
史
と
未
来
の
道

「
田
子
倉
ダ
ム
ま
つ
り
」開
催

「
田
子
倉
ダ
ム
ま
つ
り
」開
催

初
秋
の
田
子
倉
を
楽
し
む

▲今後、オリジナル曲を増やし多くのイベントに
　参加したいと語る大竹涼華さん

▲目黒町長（右）へ帰国報告をする武田さん
　（中）と目黒さん（左）

▲工事区間で長岡国道事務所の説明を受ける
　参加者の皆さん

▲田子倉湖でカヌー体験を楽しむ来場者



「ウキウキわいわいフェスタ」開催

「祭礼ソフトボール大会」
只見・明和地区の恒例イベント

今年で１１回目の開催となった「ウキウキわいわいフェスタ」が、９月４日に只見駅前通りで行われ、約1500人
の来場者で賑わいました。気温３０度を越える炎天下の中でしたが、子ども達が元気にみこしを担ぎ、中高生
によるバンドなどが披露され、夕方には復興祈願みこしや恒例の大抽選会が行われました。多彩な催しにより
会場は大いに盛り上がり、来場者を楽しませてくれました。

　只見・明和地区において毎年恒例となっている祭礼ソフトボ
ール大会が開催され、集落対抗の熱戦が繰り広げられました。
明和地区の大会は９月４日に行われ、６チームの参加があり、
布沢チームが見事優勝を果たしました。
　９月１１日に行われた只見地区の大会は、３０歳以上のメ
ンバーで構成された５チームで優勝が争われ、沖チームが優
勝しました。
　両地区とも白熱した戦いが繰り広げられ、ファインプレーが
飛び出すなど大会は盛り上がりました。

只見駅前通りが盛り上げる

▲炎天下の中練り歩いた「子どもみこし」 ▲お祭りを盛り上げたブナりんと子ども達

▲多くの来場者で盛り上がった大抽選会▲サタふく（ＦＴＶ）「自転車でGO！」の収録で急遽ウキ
わいフェスタに参加する藺草アナウンサー

▲（写真／明和地区）布沢チーム対小林チーム
の熱戦



皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
総務課 　　82ー5210　Fax 82ー2117  町の話題

▲マウンドで好投する藤田選手に声をかける選手達

小学校交通安全鼓笛パレード

第２回河井継之助杯
只見剣道大会を開催!!

　秋の全国交通安全運動期間（９月２１日～３０日）
にあわせ、各小学校で鼓笛パレードが行われました。
明和小学校は雨の中の実施となりましたが、各小学
校とも素晴らしい演奏を披露し、沿道に集まった多く
の方 に々交通事故防止を呼びかけました。

　９月１９日、今年で第２回目となる「河井継之助杯
只見剣道大会」が町民体育館で開催され、町内外
から１０９名・３３チームの小中学生剣士が参加し、
熱戦を展開しました。恒例の小６河井継之助記念
館見学交流会も行われ、歴史を知り親睦を深める
大会となりました。優勝者は以下の通りです。

市町村対抗野球大会
　９月１７日、郡山市の開成山球場で開催された「第１０回 
市町村対抗野球福島県軟式野球大会」は、只見町代表と石
川町代表が対戦し、惜しくも１対３で初戦敗退となりました。
　試合序盤、石川町に３点を先取され、只見町も６回に反
撃。好機で１点を取り返しましたが、あと１本が出ず敗れて
しまいました。この敗戦を糧に、来年の勝利に期待したいと
思います。

交通安全を呼びかけ

只見小学校（９月２１日）

明和小学校（９月２6日）朝日小学校（９月16日）

若葉（未防具）

小４以下

小 5・6

中学生

共　通
男　子
女　子
男　子
女　子
共　通

南郷剣道スポ少　 酒　井　陽　詩
只見剣道スポ少　 堀　金　康　太
只見剣道スポ少　 目　黒　夏　穂
只見剣道スポ少　 目　黒　巧　馬
南郷剣道スポ少　 五十嵐　彩　羽
只 見 中 学 校　 新　國　太　陽

１部
（小５・６）

２部
（小４以下）

３部
（中学生）

只見剣道スポ少Ａ

只見剣道スポ少C

南会津中学校Ａ

個
　
人

団
　
体



「診療所を支える縁の下の力持ち」
　日に日に稲穂が黄金色に染まり、このころは心豊
かに感じられます。今年の４月から朝日診療所の看
護師長を務めさせていただき、６ヶ月が過ぎまし
た。駆け出しで勉強中ではありますが、診療所スタ
ッフと協力し、皆様のお役に立てるよう頑張ります
のでよろしくお願いいたします。
　朝日診療所には１９床の入院病床があり、１５
人前後の患者様が入院されています。２階の入院
病棟には看護師の他に４名の介護職員がいます。
私たちは助手さんと呼んでいますが、その助手さん
が看護師の右腕となっていることをご紹介したいと
思います。　
　日勤業務には看護師１名、介護１名～２名。夜
勤業務には看護師１名、介護１名（看護師２名の
場合もあり）で対応しています。
　申し送り後に、検査や処置の介助、シーツ交換
に始まり、お食事や排泄のお世話などたくさんの業
務をこなしています。高齢の患者様が多いので、物
音１つにも注意を払わなければなりません。ベッド
の足元に設置している危険防止のためのセンサー
マットが鳴れば、急いでお部屋に駆けつけて患者
様の付き添いをしたり、ナースコールにも応じてい

ます。タオルを首に巻き大汗で動きっぱなしです。
　何よりも心強いのは、体や心のちょっとした変化
に気づき、どんな些細なことも報告してくれることで
す。時には御家族から心配事を相談されることもあ
る様です。毎日患者様と身近に接することで、観察
の目を養うとともに、信頼関係を築くことができて
いるからだと思います。今年からこぶし苑の協力も
あり、現場での研修に参加させていただき、介護技
術の向上にも意欲的に取り組んでいます。
　介護の仕事は、細やかな配慮を必要とし、体力
もいる大変な仕事ですが、今日も明るく頑張ってい
ます。（ストレス発散は、助手会のカラオケだとか）
　その他に紹介したいのは、会津中央病院の救命
救急センターからの若い看護師さん２名が実習さ
れていることです。主には外来勤務で、処置室で採
血や検査を担当しています。４ヶ月間の短い期間で
すが、慣れない外来の現場で一生懸命頑張ってい
ます。この実習が終わると、ドクターカーに同乗しての
本格的な救命ナースの任務が待っています。救急の
連携の面でもとても有意義な事だと思っています。
診療所スタッフ同様によろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊として
vol.23 末谷　広大

只見町教育振興協力隊

広報ただみ診療所 朝日診療所
看護師長　五十嵐　千恵子

「夏暑かった分だけ、色づく木々」
　こんにちは、地域おこし協力隊の末谷です。
　夏が過ぎ、暑い暑いと嘆いていた日々が嘘のよう
に。時折吹く冷たい風を肌で感じながら来る冬の
事を考え、先日までの夏の暑さに懐かしさと、言い
知れぬ寂しさを覚えています。
　先日、３年生の山村教育留学生から「もう、３年
間が終わってしまう。寂しい。いつまで只見にいて
いいですか？３月までいちゃだめですか？雪まつり
までは絶対にいたい」と言われました。その他にも、
「この町に来て、将来の夢を見つけることが出来た」
「このままの生活が続けばいいのに」とも。都心部
から只見町に来た１５歳。親元を離れこれまでの

生活環境とは異なった地域で送る３年間の生活の
中には、冬の厳しさや、共同生活の大変さ、自律的
な学習や人数が少ない中での部活動など、苦労を
したことや、理不尽に感じたこともたくさんあったと
思います。しかし、それ以上の「何か」が生徒の心の
中を大きく占め、今「このままの日 が々続いてほしい」
という思いに繋がっているのではないでしょうか。
　３年間という月日は長いものですが、振り返って
みるとあっという間の時間です。時間は続いており、
明日は必ず来ます。今抱いているたくさんの想いと
繋がりを胸に、未来へはばたいてほしいと願ってい
ます。



只見学

福
島
県
中
世
史
研
究
会

柳
内
　
壽
彦

と
っ
て
お
き
の
話

267

▲蘭曳を入れた木箱のふたに
　ある墨書

年
号
の
記
載
を
欠
く
『
家
数
渡
世
控
』

と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
記

録
に
は
、
材
木
渡
世
、
木
挽
き
が
多

い
の
で
、
木
場
の
あ
っ
た
二
ノ
町
か

二
ノ
町
を
含
め
た
隣
接
町
内
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
内
に
は
、

材
木
渡
世
、
木
挽
き
、
大
工
、
仕
立
屋
、

建
具
屋
、
呉
服
渡
世
、
煙
草
切
、
医
師
、

そ
し
て
陶
磁
器
を
扱
う
瀬
戸
物
屋
な

ど
実
に
六
四
種
の
職
業
に
従
事
し
た

人
々
が
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
瀬
戸

物
屋
は
二
軒
あ
り
ま
し
た
。

　

八
十
里
越

三
条
か
ら
只
見
方
面
に
は
、
商
品

を
積
み
五
十
嵐
川
を
遡
上
し
て
下
田

郷
（
旧
南
蒲
原
郡
下
田
村
・
現
三
条

市
）
で
荷
揚
げ
を
し
、
背
負
い
な
ど

で
八
十
里
越
を
通
っ
て
運
び
ま
し
た
。

只
見
方
面
の
村
々
は
若
松
城
下
か
ら

遠
距
離
に
あ
っ
た
の
で
、
三
条
な
ど

の
越
後
の
在
町
に
依
存
す
る
度
合
い

が
高
か
っ
た
の
で
す
。
山
国
で
あ
る

会
津
に
と
っ
て
塩
は
不
可
欠
の
産
物

で
し
た
。
寺
泊
で
買
い
上
げ
ら
れ
た

塩
の
会
津
へ
の
道
は
、
八
十
里
越
と

阿
賀
野
川
沿
い
と
二
つ
の
ル
ー
ト
が

あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
三
条
商
人

が
関
係
し
て
い
ま
し
た
。
八
十
里
越

は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
年
）
に

牛
馬
が
行
き
違
い
で
通
れ
る
よ
う
に

道
幅
が
二
間
に
拡
張
さ
れ
（
現
在
こ

の
ル
ー
ト
を
古
道
と
呼
ぶ
）、
越
後
へ

の
物
資
の
輸
送
路
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
越
後

へ
は
麻
、
煙
草
、
鳥
も
ち
、
薬
用
人
参
、

蚕
種
な
ど
が
搬
出
さ
れ
、
只
見
方
面

に
は
塩
の
ほ
か
に
魚
介
類
、
鋸
、
鉈

な
ど
の
金
物
、
三
条
の
櫛
、
か
ん
ざ

し
な
ど
の
小
間
物
が
搬
入
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
の
叶
津
、
只
見
、
黒
谷
、
田

子
倉
な
ど
の
集
落
を
含
む
黒
谷
組
の

『
文
久
二
年
（
一
八
六
二
年
）
出
金
入

金
調
』
に
よ
る
と
、
若
松
方
面
よ
り

は
塗
物
、
瀬
戸
物
、
畳
表
な
ど
を
、

他
邦
よ
り
は
木
綿
、
古
着
、
小
間
物
類
、

魚
類
、
鉄
類
、
合
羽
、
塩
、
茶
、
売
薬
、

竹
な
ど
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
出
金

方
（
支
出
の
部
）
の
金
額
を
み
る
と
、

若
松
方
面
は
全
体
の
わ
ず
か
一
・
五
％

同
時
代
史
料
が
語
る
只
見
の
歴
史
⑥

矢
澤
家
旧
蔵
の
陶
磁
器
（
２
）　

―
江
戸
時
代
の
商
品
流
通
―

▲全通に向けて工事がすすむ八十
　里越（４号橋梁と７号トンネル）
　（写真提供）長岡国道事務所

弱
に
す
ぎ
ず
、
大
部
分
は
他
邦
つ
ま

り
越
後
、
江
戸
・
関
東
方
面
で
し
た
。

只
見
の
経
済
は
越
後
へ
の
依
存
度
が

高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

一
五
の
木
箱
墨
書
銘
陶
磁
器
の
う

ち
一
一
は
肥
前
産
（
佐
賀
県
）
の
磁

器
で
す
。
こ
れ
ら
は
日
本
海
か
ら
信

濃
川
の
河
港
都
市
三
条
、
そ
し
て
下

田
郷
よ
り
八
十
里
越
で
運
ば
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
お
ろ
し
皿
や
燈
明
皿

な
ど
の
会
津
本
郷
産
の
陶
器
は
若
松

方
面
か
ら
運
ば
れ
ま
し
た
。
若
松
方

面
か
ら
は
他
に
瀬
戸
（
愛
知
県
瀬
戸

市
）
な
ど
東
海
地
方
産
の
陶
磁
器
の

搬
入
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
天
保
十
三

年
（
一
八
四
二
年
）、
会
津
藩
の
駅
方

役
所
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
よ
る
猪

苗
代
湖
西
岸
の
船
着
き
場
の
戸
ノ
口
・

篠
山
の
問
屋
の
報
告
に
よ
る
と
、
湖

上
漕
運
に
よ
る
東
入
り
商
品
一
四
種

の
中
に
瀬
戸
物
が
入
っ
て
い
ま
す
。

只
見
方
面
へ
の
陶
磁
器
の
搬
入
ル
ー

ト
は
二
つ
あ
っ
た
の
で
す
。

　

只
見
町
の
新
時
代

　

大
正
に
入
る
と
鉄
道
・
道
路
の
整

備
が
進
み
、
只
見
地
方
の
経
済
の
つ

な
が
り
は
会
津
盆
地
に
移
行
し
て
ゆ

き
、
昭
和
初
期
に
は
八
十
里
越
で
物

資
を
運
ぶ
人
馬
の
往
来
は
な
く
な
る

の
で
す
。
現
在
、
只
見
町
と
三
条
市

を
結
ぶ
国
道
二
八
九
号
線
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
完
成

す
る
と
、
只
見
町
は
江
戸
時
代
の
よ

う
に
経
済
・
文
化
の
面
で
新
潟
県
と

の
交
流
が
ま
た
復
活
し
、
只
見
町
の

新
時
代
が
到
来
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

北
越
三
条

　

眼
家
具
蘭
曳
（
目
薬
を
つ
く
る
道

具
）
の
木
箱
の
蓋
の
裏
に
「
文
政
六

歳
（
一
八
二
三
年
）　

未
四
月
北
越
三

条
駅
ヨ
リ
求
之　

千
秋
堂
惟
徳
（
矢

澤
玄
説
）」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
墨
書
銘
は
、
眼
家
具
蘭
曳
の
購
入

先
を
示
し
て
い
ま
す
。
越
後
の
三
条

（
新
潟
県
三
条
市
）
は
、
蒲
原
平
野
を

流
れ
る
信
濃
川
の
要
衝
に
位
置
し
、

物
資
の
集
散
の
河
港
都
市
で
し
た
。

三
条
に
は
問
屋
が
立
ち
並
び
、
新
潟
、

長
岡
、
高
田
、
柏
崎
、
佐
渡
等
す
べ

て
の
越
後
商
人
は
皆
三
条
に
仕
入
れ

に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
三
条
に
町
名



只
見
短
歌
会

九
月
例
会

大
塚
栄
一　
　

指
導

只
見
俳
句
会

目
黒
十
一　
　

指
導

町
民
文
芸

町
民
文
芸

都　

何
も
か
も
つ
め
込
ん
で
い
く
冷
蔵
庫

夏
川
の
川
底
ゆ
っ
た
り
ぞ
う
り
は
く

味
代
子

窓
た
た
く
闇
を
み
つ
め
る
半
夏
雨

大
花
火
ド
ン
と
腹
打
ち
子
に
戻
る

礼　

台
風
の
逸
れ
る
静
け
さ
菜
を
刻
む

こ
こ
ち
よ
き
朝
風
二
百
十
日
か
な順　

子

捨
て
畑
に
夕
日
の
ご
と
し
赤
南
瓜

火
の
匂
い
隣
か
ら
く
る
門
火
か
な

修　

一

真
っ
白
な
雑
巾
お
ろ
し
盆
支
度

蝉
の
声
村
に
沸
き
立
つ
墓
掃
除

一　

穂

冷
や
し
置
く
小
玉
西
瓜
や
山
清
水

向
日
葵
の
中
の
一
本
向
き
替
え
て吉　

児

点
滴
に
遅
速
の
あ
り
ぬ
秋
の
雲

外
泊
の
眼
に
稲
穂
揺
る
風
情

信　

戸
を
開
け
て
見
上
げ
る
空
や
野
分
去
り

虫
の
音
を
雑
音
と
い
う
か
外
国
人

 

古
川　

英
子

思
ひ
が
け
ず
体
調
崩
し
こ
の
夏
は
暑
中
見
舞
の
葉
書
も
出
さ
ず

 

小
倉
キ
ミ
子

霜
除
け
に
抜
き
た
る
草
を
被
せ
し
を
芋
の
芽
伸
び
て
乾
か
し
く
る
る

 

馬
場　

八
智

曲
る
腰
い
た
は
り
つ
つ
も
鍬
打
ち
て
八
十
路
の
我
は
土
に
親
し
む

 

新
国
由
紀
子

入
院
の
母
に
そ
の
友
も
入
院
し
ベ
ッ
ド
並
べ
て
話
は
尽
き
ず

 

渡
部
ゆ
き
子

朝
取
り
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
上
の
雨
蛙
わ
が
物
顔
に
我
を
見
上
げ
る

 
関
谷
登
美
子

処
暑
な
る
も
残
暑
厳
し
き
日
々
に
し
て
涼
し
き
風
は
肌
を
吹
き
ゆ
く

 

目
黒　

富
子

花
期
が
き
て
根
を
分
け
や
り
し
友
人
に
礼
言
は
れ
る
も
記
憶
の
薄
し

 

新
国　

洋
子

早
く
起
き
物
書
き
を
れ
ば
群
馬
ま
で
仕
入
れ
に
行
く
と
孫
は
声
か
く

 

（
出
詠
順
）

八
月
詠
草



総合政策課　
　地域振興係　財政係

総務課　
　総務係　職員係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林振興課
　農政係　林政係
観光商工課
　観光係　商工係
環境整備課
　地域整備係
　生活環境係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
訪問看護ステーション
 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
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今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n
募
　
集

　

平
成
28
年
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
、
管
内
の
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら「
防
火
標
語
」を
募
集

し
ま
す
。最
優
秀
作
品
は
南
会
津

地
方
統
一
防
火
標
語
と
し
て
防
火

ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
広
く
活
用
さ

れ
ま
す
。

 

●
募
集
期
間 

　

10
月
24
日（
月
）〜11

月
11
日（
金
）

　

※

当
日
消
印
有
効

●
募
集
対
象
者 

　

南
会
津
管
内
に
在
住
の
方

●
募
集
テ
ー
マ

　

火
災
予
防
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
標
語

●
応
募
方
法 

　
「
官
製
は
が
き
」
ま
た
は
、
電
子

メ
ー
ル
で
防
火
標
語
（
そ
れ
ぞ
れ

１
通
に
つ
き
標
語
５
点
ま
で
）
を

書
き
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年

齢
、職
業
、電
話
番
号
を
必
ず
明
記

の
う
え
、
次
の
宛
先
に
送
付
ま
た

は
送
信
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
お
一
人
で
何
通
応
募
さ

れ
て
も
結
構
で
す
。

●
応
募
先

　

〒
９
６
７
|
０
０
０
４ 

　

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島

　

字
西
上
川
原
乙
65

　

南
会
津
地
方
広
域
消
防
本
部
内 

　

南
会
津
消
防
設
備
協
会

　
「
防
火
標
語
」係 

　
　

boukahyougo@
live.jp

●
表
　
彰

　

南
会
津
消
防
設
備
協
会
々
長
賞

　
　

１
点（
賞
状
及
び
記
念
品
）

　

南
会
津
地
方
纏
会
々
長
賞

　
　

１
点（
賞
状
及
び
記
念
品
）

　

優　

秀　

賞

　
　

８
点（
賞
状
及
び
記
念
品
）

●
発
　
表 

　

新
聞
紙
上
で
発
表
す
る
と
と
も

に
、
入
賞
者
に
は
直
接
通
知
い
た

し
ま
す
。 

●
そ
の
他 

　

同
一
作
品
は
、
抽
選
に
よ
り
選

び
ま
す
。ま
た
、
応
募
さ
れ
た
作
品

は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ 

　

南
会
津
消
防
本
部
予
防
課
内 

　

南
会
津
消
防
設
備
協
会
事
務
局 

　

☎
０
２
４
１（
63
）３
１
１
７

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、
賃

金
や
退
職
、
人
間
関
係
な
ど
に
関

す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い
て

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
は
平
日
の
面
談
や
電
話
で
の

相
談
の
ほ
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電

子
メ
ー
ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
電
話
相
談
・
お
問
合
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
福
島
市
中
町
８
８
２
）

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
４

　

℻
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
６

　
　

roudousoudan@

　
　

pref.fukushim
a.lg.jp

　

時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

第
34
回

南
会
津
地
方
統
一
防
火
標
語

只
見
お
も
し
ろ
学
ク
イ
ズ

　

今
回
は
只
見
お
も
し
ろ
学
ク

イ
ズ
初
級
編
の
ク
イ
ズ
で
す
。

（
問
題
）

　

江
戸
時
代
の
只
見
町
は
、幕

府
が
直
接
治
め
る
領
地
の一
部
で

し
た
。そ
の
領
地
の
名
称
を
答
え

な
さ
い
。

　

①
会
津
領

　

②
奥
会
津
領

　

③
南
山
御
蔵
入
領

（
答
え
は
19
ペ
ー
ジ
で
す
）

ブナりん

労
使
困
り
ご
と

相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

10
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
固
定
資
産
税（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税（
４
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料（
３
期
）

●
介
護
保
険
料（
４
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
10
月
分
）



　今年も九州はじめ、東北・北海道が台風と大雨による大
きな被害に見舞われている。最近の自然災害は短期間に復
旧できない、何年も歳月を要する大規模災害ばかりで、北海
道では土壌流出という最悪な状態だ。農業は被害がおこれ
ばその年の収穫は皆無で、現状回復に至るまでの経済的・
精神的苦労は計り知れない。当地方は幸いにも大きな被害
はないが、９月１０日以降は台風や前線の影響で、日照時間
が例年の半分にも満たない異常事態となっている。稲刈り
もこのところ足踏み状態の様だが、後半天気に恵まれ、被害
の発生も無く、収穫作業が順調に進んでくれることを願う。
　自然相手の農業は、計算や計画通りにいかないことが
多い。にも関わらず、工業製品と同列扱いの農業改革、農
業の市場競争力強化がＴＰＰに向けて叫ばれている。“急
ぐ必要のないＴＰＰ協定批准”、“急いで欲しい鉄道軌道
整備改正法案の国会提出”。残念ながら今のところ、改正
法案を国会審議に滑り込ませるには時間がかかるよう
だ。過日、只見線復旧費用１０８億円と大きく報じられ
た。５年が経過しているので、費用がかさむのは当然のこ
とだ。このような中で、鉄道復旧の費用削減、安全対策も
含めた工法のあり方や復旧後の持続可能な運営方針につ
いて、県とＪＲの間で詳細な検討が進められている。検討
会議は尚続くが、只見線の全線復旧は奥会津の未来を開
く絶対になくてはならない路線だという沿線町村の考え
に変わりはなく、復旧実現に向けて力強く押していきた
い。

〈9月分〉
「豊かな秋の実りと只見線復旧を願う」

只見町長　目黒　吉久

町長の手帳

 １日 南会津を拓く最重点事項要望活動・
  南会津郷友会（福島市）
 ２日 福島民友新聞社取材、
  市町村軟式野球大会只見町選手団結団式
 ４日 只見駅前通りウキウキわいわいフェスタ
 ６日 只見町議会９月会議（～１６日）、
 ８日 只見川ダム群の防災と暮らしを考える住民会議

要望
 １０日 明和地区敬老会
 １１日 只見地区敬老会
 １３日 明和自治振興会要望、只見区要望
 １５日 只見高校振興対策会議
 １７日 朝日地区敬老会
 ２０日 只見ユネスコエコパーク連絡調整会議
 ２１日 「せせらぎ荘」完成披露会（金山町）、
  只見高校生短期海外留学帰国報告
 ２４日 只見線復興推進会議検討会（福島市）
 ２６日 只見町文化祭実行委員会
 ２８日 県道小林・舘ノ川線改良促進期成同盟会総会
 ３０日 ふるさと大使委嘱状交付・懇談会

　

介
護
保
健
に
つ
い
て
、
皆
様
か
ら
良
く

あ
る
質
問
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

【
Ｑ
．１
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
只
見
ホ
ー

ム
、
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム
）に
入
所
す
る
た

め
の
条
件
は
？

【
Ａ
．１
】

　

原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上
の
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ホ
ー
ム
に
申
込
み
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。申
込
み
さ
れ
た
順
番
で
入

所
時
期
が
早
く
な
る
も
の
で
は
な
く
、

在
宅
で
の
生
活
が
よ
り
困
難
な
方
の
優

先
順
位
が
高
く
な
り
ま
す
。

【
Ｑ
．２
】

　

将
来
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
要
介
護
認
定

の
申
請
は
い
つ
行
え
ば
い
い
で
す
か
？

【
Ａ
．２
】

　

実
際
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な

っ
た
時
点
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
予
定
が
な
い
段
階

で
は
、申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
健
福
祉
課
よ
り

介
護
保
健
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ



あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

★朝日振興センターではリクエストを随時受付しています。読ん
でみたい本があればぜひ、リクエストしてください。

人　口　４，４０５（－　８）
　男　　２，１５６（－　５）
　女　　２，２４９（－　３）
世帯数　１，８１３（－　１）
高齢化率　　　　４４．７９％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入　５　転出　７　出生　２　死亡　８

（8月26日～9月25日届出分）敬称略

平成28年9月1日現在

▽
最
近
は
朝
晩
の
冷
え
込
み
に
よ
り
、
秋

の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
田
ん
ぼ
は
黄
金
色
に
輝
き
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
が
聞
こ
え

ま
す
。
実
り
の
秋
を
迎
え
る
と
と
も
に
、

山
か
ら
ク
サ
ム
シ
も
飛
来
し
て
き
ま
し

た
。
我
が
家
の
網
戸
の
桟
は
、
家
に
侵
入

し
よ
う
と
す
る
ク
サ
ム
シ
で
埋
め
つ
く
さ

れ
て
い
る
為
、
窓
は
開
け
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ク
サ
ム
シ
が
多
い
年
は
積
雪

も
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ク
サ
ム
シ
は
少
な

く
、
積
雪
は
程
良
く
が
一
番
と
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

（
三
瓶
）

朝日振興センター
図書室☎84-2111

生涯学習推進員
山田千春

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
山　内　フデノ 88歳 二軒在家
岩　渕　正　明 80歳 塩　沢　
佐　藤　ミハル 93歳 十　島
渡　部　ナミ子 80歳 長　浜
三　瓶　トク子 94歳 只　見
吉　津　文　一 87歳 長　浜
三　瓶　ミツヱ 97歳 黒　谷
増　田　キクヱ 96歳 小　川
酒　井　アサカ 102歳 長　浜
橫　山　ミツヨ 83歳 楢　戸

■お誕生おめでとうございます
渡　部　賢　人（男／秀人・弘美）小　川
矢　沢　奏　穂（女／裕也・郷美）二軒在家
渡　部　佳　純（女／一昭・恵美）小　川

け ん と

か な ほ

か す み

只見おもしろ学の
　　　答え合わせ!!

17ページクイズ答え

　　　　　　 だよ!!

ブナりん

③南山御蔵入領

　伝えられなかった言葉。忘れられ
ない後悔。もしも「あの時」に戻るこ
とができたら…。母と娘、夫と妻、父
と息子。近くて遠く、永遠のようで儚
い家族の日々を描く物語六編。誰の
人生にも必ず訪れる、喪失の痛みと
その先に灯る小さな光が胸に染みる
家族小説集です。

★海の見える理髪店

★自宅でできるライザップ 食事編

荻原　浩/著

　やだもんはだだっこが、だー
いすき。みつけると、ぴたんと、く
っついておばけにしちゃう！
　「やだやだだだっこ、いないか
な～いないかな～」やだやだお
ばけのやだもんは、だだっこをき
ょうもさがしているよ～

★おばけのやだもん
ひらのゆきこ/著

　CMでおなじみのライザップから公
式本が発売されました。
　ステーキもOK！一日３食食べて痩
せる！ライザップ管理栄養士考案、低
糖質レシピ４２品。
　ライザップの食事メソッドがわか
る、公式本。あなたも「結果にコミット」
できます。

ライザップ/著



TEL 0241（72）8355TEL 0241（72）8355

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■ 発行／只見町　〒968-0498  福島県南会津郡只見町大字只見字雨堤1039
■ 編集／総務課総務係　http://www.tadami.gr.jp/　 0241（82）5210

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

　セイタカアワダチソウは 10 月～
11 月中旬頃まで花を咲かせます。
町内でも他の植物が枯れた後、鮮や
かな黄色の花穂をつける植物です。
名前は知らずとも、皆さんも目にし
たことがあるのではないでしょう
か。
　もともとは北アメリカの原産で、
明治時代に切り花用として持ち込ま
れたそうです。遅くまで花が咲いて
いることから養蜂にも利用されてい
たようです。

　同じ時期に帰化したブタクサと混同され、秋の花粉症や気管支喘息の原因と
されましたが、今では、セイタカアワダチソウはそれらの疾患とは無関係とさ
れています。
　北アメリカではゴールデンロッドと呼ばれ、親しまれていて、いくつかの州
では州花ともされています。また、ハーブや生薬としても利用されてきました。
日本でもすだれの材料として利用することがあります。
　数十年前から、日本ではセイタカアワダチソウが、河川の土手や、休耕地、
空き地などに繁茂している姿をよく見かけます。田畑に化学肥料を使用するよ
うになったことと、この爆発的な繁茂は、関係があると考えられています。な
かなか駆逐できず、在来種と置き換わってしまうことが問題視されています。
　いったん日本に入ってしまった外来種について、その植物の有用性とともに、
どんな生育地を好むのか、人の活動にどのような影響をうけるのかなどを知る
ことが、今後の付き合い方として大切になっていくのではないでしょうか。

Vol.78

［キク科　アキノキリンソウ属］

詳しくは、
只見町ブナセンター
までお問い合わせ

ください

帰化植物「セイタカアワダチソウ」

▲群生するセイタカアワダチソウ

「カゴ編みを受け継ぐ人々　～只見町とボルネオ島と」
期　間：2016年10月15日(土)から
場　所：ただみ・ブナと川のミュージアム　２階ギャラリー
問い合わせ先：只見町ブナセンター　電話0241-72-8355

企画展示

（学名：　 　　　　　     ）Solidago altissima

Vol.78


